








Ⅰ.緒言

肝疾患と胆汁酸代謝に密切な関係があることは従来から云われていたが,測定

法が煩雑なために,特に,小児科領域ではまだ充分な検討がなされていなかった。

また,最近では,小児の胆汁うっ滞症の一部に胆汁酸の代謝異常を一次的原因と

してとらえようとするものがみられ,小児肝疾患の病態を明らかにするために

は,この方面の研究が不可欠と思われる。

今回,著者らは種々小児疾患の 12 指腸液,血中および一部肝組織の胆汁酸,なら

びにその分画を測定し若干の検討を行った。


